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「今改めて大切にしたい学びのあり方」－先達からのお教えを受けながら－


　例年よりも早い桜のたよりではありましたが、全てが散ることはなく、年度初めを一層彩り豊かに演出をしてくれています。
　御子様の御入学・御進級誠におめでとうございます。本日より１年間御子様が安心して活躍できるよう、本校教職員一同努力をしてまいります。
　さて、教育界では、子供たちが将来を担う立場になったことを踏まえ、例えば「2050年の大人」づくり、といったことが言われます。そのためにどのような力を身に付けていかなければならないかを具体的に考えることが学校現場で求められている、とも言えます。
　そんな中、先日久しぶりに大型書店に行ったところ、ある１冊の本に出会いました。「子どものヤル気を生む８つの要素」（2018年、学研教育みらい）でした。この本をお書きになった吉野尚也先生は、私が教員になった学校を管轄する教育委員会の指導主事というお立場にあられました。体育科教育が御専門であり、子供たちの発達の特性を丁寧に御指導いただいたことを鮮明に記憶しております。あれから４０年近く経ちますが、吉野先生は現在も学生の指導に当たられています。
　吉野先生は、本の題名にもあるように、子供たちがヤル気になるために、いくつかの要素、条件をお示しになられています。

子供たちが「やる気」になるために
　まず、子供たちが活動をする際には、かならず①「目標」が必要です。同時に、目標を達成するためには②「方法が具体的」になっていなければなりません。また、目標に至るまでに、子供たちが③「今どこまで成果を上げているかを確認」しなければなりません。そのためには、④「指導者」が子供たち一人一人の様子を観て「褒めたり励ましたり」することが必要です。教師の魅力を発揮するとも言えます。同時に、⑤「仲間からの励まし」も必要です。成果が上がれば、⑥「人から必要とされている」こと、つまり「自己有用感」に気付いてさらに進んで活動する。また、子供たち







の⑦「周囲の環境」を整えることや、「健康」でいることも大切である、とも示されています。
　1 目標の明確化

　　　　　　
⑥自己有用感



⑤仲間からの励まし
④指導者の働きかけ


③成果の確かめ





②方法の具体化



⑦周囲の環境　
⑧健康



目標に向かって進んでいくこと
　吉野先生には大変失礼ですが、お教えいただいたことを上の図に表してみました。
　自ら設定した目標、あるいは問題や課題を、方法を明確にしながら解決しようと学習のスタイルを探究的な学び、とも言うことがあります。現在さらに注目されている学びの姿でありますが、吉野先生は以前からこのことを強く訴えていらっしゃったことが分かります。
本年度、本校の６年生は諏訪中学校、北諏訪小学校と共に「多摩市子ども未来会議」に参加をする予定です。私共は、このことをきっかけとして、改めて吉野先生のお考えを受けながら、それぞれの学年が実態や発達特性に合わせた活動を行えるようにしていきます。そして、未来を担う形成者としての資質や能力を子供たちに身に付けさせるべく努力をしたい、と考えています。
　本年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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